
 
資料 1 

「地域におけるスポーツ医・科学支援の在り方に関する検討会議」設置要綱 

令和４年５月 18 日 

スポーツ庁次長決定 

１．趣 旨 

 「スポーツ基本計画」（令和４年３月 25日）及び「持続可能な国際競技力向上プラン」（令和

３年 12月 27日）に基づき地域におけるスポーツ医・科学支援機能の向上を図るため、今後の

施策推進に向けた課題等を検討するため、「地域におけるスポーツ医・科学支援の在り方に関す

る検討会議」（以下「本検討会議」という。）を開催する。 

 

２．検討事項 

 本検討会議は、「スポーツ基本計画」及び「持続可能な国際競技力向上プラン」に基づく地域

におけるスポーツ医・科学支援機能の向上を図るため、次の事項について検討を行う。 

（１）地域におけるスポーツ医・科学支援機能の在り方 

（２）地域におけるスポーツ医・科学支援機能の活用の在り方 

（３）地域におけるスポーツ医・科学支援の実施体制の在り方 

（４）地域のスポーツ医・科学支援を担う人材育成・確保の在り方 

（５）地域におけるスポーツ医・科学支援機能向上のための推進方策 

（６）その他 

 

３．実施方法 

（１）本検討会議は、別紙に掲げる学識経験者等で構成する。 

（２）必要に応じ、別紙以外の者にも協力を求めることができるほか、関係者の意見を聴くこ

とができるものとする。 

 

４．開催期間 

 令和４年５月 18日 ～ 令和５年３月 31日 

 

５．公開等の取扱い 

（１）本検討会議は原則として公開とする。ただし、座長が非公開とすることが適当と認める

場合には、その一部又は全部を非公開とすることができる。 

（２）本検討会議の資料及び議事要旨は、不開示情報を除き、原則としてスポーツ庁ホームペ

ージへの掲載により公開する。ただし、座長が非公開とすることが適当と認める場合には、

その一部又は全部を非公開とすることができる。 

 

６．その他 

（１）本検討会議に関する庶務は、スポーツ庁競技スポーツ課において行う。 

（２）本検討会議の運営に必要な事項は、本要項に定めるもののほか、本検討会議に諮って定

める。 



 

地域におけるスポーツ医・科学支援の在り方に関する検討会議 委員 
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鶴 英樹   公益財団法人福岡県スポーツ振興センター所長 
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○ 座長 

（敬称略・５０音順） 

別紙 


